
新型コロナウイルス感染症
◉困りごとは相談窓口に連絡を
◉命と健康を守るため感染拡大防止にご協力ください
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市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方々に対し、次のような支援を行っています。
お悩みの場合は、まずご相談ください。

納付金（納入金） 担当課 連絡先
市税（市県民税、固定資産税、軽自動車税、
市たばこ税、入湯税） 税務課 66・1016

国民健康保険税
国民健康保険課 66・1017

後期高齢者医療保険料
介護保険料 高齢者あんしん課 66・1023
保育料（保育所運営費保護者負担金） こども課 66・1021
市営住宅使用料 建築住宅課 66・1032
水道料金 水道課 52・5228
下水道使用料

下水道課 54・4175下水道事業受益者負担金
農業集落排水処理施設使用料
日向市育英奨学金貸付金 教育総務課 66・1036

新型コロナウイルス感染症の影響により、市税や水道料金などの支払いが困難な方について、納
付期限の延長や納付の猶予などの相談を行っています。詳しくは担当課に問い合わせてください。

公共料金の納付期限の延長や納付猶予
こまめに手洗いをしましょう

命と健康を守るために

引き続き感染拡大防止にご協力ください。

外出先から帰った時や調理の前後、食事前などにこまめに石鹸を
使用し、流水でしっかり手洗いをしましょう。

咳やくしゃみをする際は、マスクやハンカチなどで口や鼻をおさ
えましょう。

①風邪症状や発熱が続いているなど感染の恐れ
がある場合は、まず「帰国者・接触者相談セン
ター」に相談してください。
平日昼間（午前８時30分～午後５時15分）
問日向保健所☎52・5101
平日夜間（午後５時15分～午前８時30分）、
土日・祝日
問専用電話回線☎0985・44・2603

感染の拡大を防ぐため、東京や大阪などの感染拡大警戒地域への往来は可能な限り控えましょう。感
染拡大警戒地域に滞在していた人は、できるだけ外出を自粛し、外出する際はマスクの着用や咳エチ
ケットを徹底しましょう。また毎日、体温測定を行い、発熱などの症状が出た場合には「帰国者・接
触者相談センター」へ相談するなど、より一層の注意をお願いします。

新型コロナウイルス感染症に関する

困りごとは相談窓口に連絡を

新型コロナウイルス感染症緊急対策貸付の利子を３年間全額補助します
新型コロナウイルス感染症により、影響を受けた中小企業の経営の安定化を図るため、宮崎県の
融資制度を受けた方へ利子の全額を３年間補助します。問商工港湾課中小企業振興係☎66・1025

対象者

宮崎県中小企業融資制度「新型コロナウイルス感染症緊急対策貸付」のうち４号、
５号、危機関連に該当する融資を受けた者
中小企業者のうち、個人にあっては市内に住所を有する者
法人にあっては、市内に本社を有する者

補給対象期間 初回償還月（措置期間を含む）から３年間
利子補給補助率 100％

②すぐに、かかりつけ医療機関を受診したい場
合は、感染拡大のリスクを減らすために事前に
医療機関に連絡をしましょう。

③医療従事者、感染症対策従事者など第一線で
頑張っている方々に対し、デマなどに惑わされ
ることなく、差別や偏見を持たずに応援しまし
ょう。

大切な医療機関を守りましょう

咳エチケットを徹底しましょう

３つの密が重ならないよう工夫しましょう

対策

１

対策

２

対策

３

生活支援臨時給付金（仮称）の相談窓口を開設しました
国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策による「生活支援臨時給付金（仮称）」についての相談は、
下記まで問い合わせてください。

支援

１

支援

２

問新型コロナウイルス感染症緊急経済対策支援室☎55・0
ゼロ
5
コ ロ ナ
67

【受付時間】月曜日~金曜日　午前８時30分～午後5時15分（祝日・休日を除く）

お
願
い

出典：首相官邸 HP
から一部抜粋
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笑顔があふれる
元気なまち
日向市に

　
市
長
に
就
任
以
来
「
構
想
力
と
実
行
力
」

「
挑
戦
と
決
断
」「
現
場
主
義
と
対
話
」
を

政
治
姿
勢
と
し
て
、
公
正
で
開
か
れ
た
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
子
育
て
・
教
育
の
分
野
で
は
、

県
内
初
と
な
る
「
ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
事

業
」
を
創
設
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
ほ
か
、

市
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

　

産
業
・
地
域
活
性
化
の
た
め
、
旧
幸
脇

小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
て
保
育
所
を
備

え
た
Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
す
る
な
ど
、
４
年

間
で
17
社
が
立
地(

新
設
・
増
設)

し
た
ほ

か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
日
向

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
に
よ
り
サ
ー
フ
ィ

ン
を
契
機
と
し
た
移
住
が
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
内
16
カ
所
に
津
波
避
難
施
設
を

建
設
し
た
ほ
か
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医

療
、
介
護
、
介
護
予
防
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
が
１
期
目
に
掲
げ
た

政
策
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
そ
の
約
７
割
は
達
成
で
き
た

と
考
え
て
お
り
、
着
実
に
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
１
期
目
で
培

っ
た
人
脈
や
経
験
、
実
績
を
土
台
と
し
て
、

各
種
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
加
え
、
新

た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
日
向
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
策
定
と
日
向
市
総
合
戦
略
の
改
訂
が
控

え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
十
分
に
伺
い
な
が
ら
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
日
向
市
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
日

向
市
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
市
民
・
企
業
・
団
体
・
行
政

を
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
心
豊
か
な
日
向
市
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
が
山
積
す
る
中

で
、
早
急
に
取
り
組
み
た
い
の
は
、
東
郷

地
域
の
良
質
で
持
続
可
能
な
医
療
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
度
報
告
い
た

だ
い
た
「
日
向
市
立
東
郷
病
院
の
在
り
方

検
討
委
員
会
」
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

東
郷
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
方
針
を
決

定
し
ま
す
。

　

次
に
、
総
合
体
育
館
の
整
備
で
す
。
健

康
づ
く
り
や
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
と
し

て
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
活
用
も
視

野
に
、
令
和
６
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
公
共
施
設
の

整
備
・
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
財
政
支
出
の
軽
減
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

① 

未
来
を
支
え
る
人
づ
く
り

　

本
市
の
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
ち
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
小
中
学
校
内
の
高
速
ネ
ッ

１
期
目
を
振
り
返
っ
て
の

感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
１
人

１
台
の
学
習
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
要
望
が
多
い
、
公
園

へ
の
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

② 

若
者
が
集
い
、
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

　

日
向
の
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
市
街
地
に
若
者
が
集
え
る
場
を
設

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
て
学
習
で
き

る
環
境
の
整
備
に
加
え
、
親
子
や
高
齢
者

な
ど
幅
広
い
年
代
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

複
合
的
な
機
能
を
も
っ
た
図
書
館
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、

本
市
の
自
然
環
境
を
生
か
し
て
、
プ
ロ
サ

ー
フ
ァ
ー
を
目
指
す
生
徒
を
全
国
か
ら
受

け
入
れ
る
特
認
校
の
指
定
を
県
に
要
請
す

る
な
ど
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増
加

に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

細
島
港
を
核
と
し
、
地
域
の

特
長
を
生
か
し
た
産
業
づ
く
り

　

港
湾
工
業
都
市
と
し
て
の
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
官
民
一
体
の
要
望
活
動
が
事

市
長
が
掲
げ
る
市
政
運
営
の

４
つ
の
柱
に
つ
い
て
具
体
的

に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

業
化
に
つ
な
が
っ
た
細
島
港
16
号
岸
壁
の

整
備
促
進
の
ほ
か
、
農
林
水
産
業
の
担
い

手
育
成
と
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
制
定
し
た
「
日
向
市
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き「
ひ
む
か
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
」

「
日
向
市
し
ご
と
創
生
拠
点
」
を
通
じ
て
、

地
元
中
小
企
業
や
創
業
希
望
者
を
支
援
す

る
な
ど
、
市
内
企
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
特
長
を
踏
ま
え
て
、

有
機
農
業
や
薬
草
を
生
か
し
た
特
産
品
づ

く
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
生
か
し
た
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

④ 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
共
生
社
会
づ
く
り

　

全
て
の
人
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
生

き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
二
次
救
急
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
、
さ
ら

に
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
「
第
２

期
日
向
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
推
進
計
画
」

を
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
児
者
支
援
の
施
策
と
し

て
、
日
向
東
臼
杵
圏
域
の
「
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
本
市
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
障
が
い
児
の
た
め
の
療
育
セ
ン
タ

ー
を
県
北
地
域
に
設
置
す
る
よ
う
関
係
機

関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、

地
域
の
核
と
な
る
公
立
公
民
館
の
機
能
強
化

を
図
る
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

を
見
据
え
な
が
ら
、
財
光
寺
地
区
公
民
館
の

新
設
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
日
向
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
地
元
に

残
り
、
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な
『
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
日
向
市
』
の
実
現
」

を
政
治
理
念
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２期目を迎える十屋市長にまちづくりへの思いを聞きました

２
期
目
に
か
け
る
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

日向市生まれ　65歳
富高小学校　→　日向中学校　→　日向工業高等学校　→
九州共立大学工学部卒業
日向市議会議員、宮崎県議会副議長を歴任
現在は、全国手話言語市区長会副会長、日本港湾協会九州地
区連合会副会長などに就任
趣味は家庭菜園。穫れた野菜をスムージーにして飲むことも

市
民
の
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
３

月
22
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
投

票
率
は
、
37
・
71
㌫
（
前
回
57
・
81

㌫
）で
し
た
。

　
各
投
票
所
の
投
票
率（
期
日
前
・
不

在
者
投
票
分
を
含
む
）は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
66
・
１
０
４
０
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投票所 投票率（％） 財光寺南地区まちづくり事務所 36.04
日向市役所市民ホール 37.11 切島山２区公民館 35.85
下原町公民館 35.82 秋山地区営農研修センター 38.14
日知屋公民館 34.38 曙地区集落センター 36.59
永江公民館 35.97 南日向コミュニティセンター 36.79
曽根公民館 32.10 籾木地区集落センター 80.00
堀一方区公民館 31.08 鵜毛公民館 54.73
細島公民館 30.07 幸脇公民館 42.08
細島地区コミュニティセンター 33.98 飯谷地区集落センター 68.42
幡浦公民館 46.19 余瀬営農研修センター 70.42
亀崎中区公民館 34.59 美々津公民館 40.51
大王谷コミュニティセンター 33.94 美々津老人福祉センター 43.56
大王谷公民館 42.66 高松公民館 42.30
梶木公民館 35.34 田の原営農研修センター 66.30
庄手公民館 35.39 小野田区公民館 49.89
北町１区公民館 38.94 寺迫区公民館 44.59
日向市総合福祉センター 32.98 旧福瀬小学校体育館 50.47
本谷営農研修センター 50.42 鶴野内区公民館 53.32
西川内営農研修センター 51.90 迫野内区公民館 68.82
中村公民館 42.60 田野区公民館 55.00
奥野集落センター 48.69 羽坂区公民館 70.62
永田地区集落センター 55.25 仲深区公民館 75.43
山下公民館 37.37 坪谷区公民館 60.70
往還区公民館 33.51 田口八ツ山集会所 61.21
比良コミュニティセンター 35.36 八重原区公民館 76.40
松原区公民館 37.84 庭田公民館 48.53

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

日
向
市
長
選
挙
の
投
票
率
を
公
表

投票率・最高は籾木地区集落センター

東
郷
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
報
告

無床診療所として運営を継続することが適切

３
月
30
日
、
医
師
不
足
で
入
院

患
者
の
受
け
入
れ
を
休
止
し

て
い
る
東
郷
病
院
の
今
後
の
方
向
性

を
考
え
る「
日
向
市
立
東
郷
病
院
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」か
ら
十
屋
市
長
に

報
告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
報
告
書
で
は
、
東
郷
病
院
の
在

り
方
に
つ
い
て「
東
郷
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
と
し
て
内
科
や
整
形

外
科
を
中
心
と
し
た
無
床（
入
院
設
備

の
な
い
）診
療
所
と
し
て
運
営
を
継
続

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
」と
さ
れ
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
日
向
入
郷
圏
域

全
体
の
医
師
不
足
に
加
え
、
県
の
地

域
医
療
構
想
や
医
師
の
働
き
方
改
革

が
推
進
さ
れ
る
中
、
安
定
的
な
医
師

の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て

い
く
こ
と
や
人
口
減
少
に
よ
る
患
者

数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
持
続
可
能
性
の
点
で
入
院

診
療
の
継
続
は
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
委
員
の
中
か
ら
は「
有
床
で

の
継
続
を
希
望
す
る
」や「
地
元
の
望

む
建
て
替
え
を
優
先
す
べ
き
」と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
ほ

か
、
議
論
の
中
で
住
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
の
必
要
性
や
救
急
搬
送
体
制
や

通
院
手
段
の
充
実
を
検
討
す
べ
き
な

救急車の到着時間が10分以上短縮されます 旧
幸
脇
小
学
校
跡
に
南
分
遣
所
が
完
成

東
郷
病
院
に
医
師
が
着
任

診療体制などをご確認ください

４
月
1
日
か
ら
市
立
東
郷
病
院

に
新
し
く
久
保
浩
秀
医
師
が

着
任
し
ま
し
た
。
久
保
医
師
は「
自
治

医
科
大
学
で
へ
き
地
医
療
や
地
域
医

療
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
西
郷
、
南
郷
、

日
之
影
町
な
ど
で
地
域
医
療
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
再
び
地
域

医
療
を
す
る
た
め
に
15
年
ぶ
り
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
東
郷
町
、
そ
し
て

日
向
市
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
東
郷
病
院
で
は
、
内
科
を
担
当
し

ま
す
。

　
現
在
の
東
郷
病
院
の
診
療
時
間
な

ど
は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問
東
郷
病
院
☎
69
・
２
０
１
３

４
月
８
日
、
旧
幸
脇
小
学
校
跡
に

完
成
し
た
日
向
市
消
防
署
南
分

遣
所
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
分
遣
所
は
、
幹
線
道
路
に
位
置

し
、
大
き
な
事
故
や
出
動
件
数
も
多

い
こ
と
か
ら
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
救
急
車
を
配
備
し
た
南

分
遣
所
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
南
部

地
区
の
救
急
要
請
へ
の
対
応
や
地
域

格
差
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
分
遣
所
は
、
職
員
３
人
体

制
で
消
防
車
と
救
急
車
を
一
台
ず
つ

配
備
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
防
災
ヘ
リ

や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
活
用

で
き
る
ほ
か
、
照
明
装
置
の
設
置
に

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
医
師
な
ど
の
有
識

者
や
地
域
住
民
の
代
表
者
か
ら
な
り
、

昨
年
８
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
同
病

院
の
経
営
分
析
や
運
営
形
態
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
結
果
な

ど
を
参
考
に
庁
内
で
協
議
し
、
６
月

の
議
会
で
方
向
性
を
示
す
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
医
療
介
護
連

携
推
進
室
☎
66
・
１
０
２
２

PROFILE

診療科 月 火 水 木 金

内　科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ ○ ○

整形外科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ ○ ○

リハビリテーション科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ ○ ○

◉診療時間　【午前】午前８時 30 分から正午まで（受付は11時30分まで）
　　　　　　【午後】午後１時 30 分から５時まで（受付は４時30分まで）
※初診の場合は、受付時間が上記より 30 分早くなります。
※現在、入院受け入れ、時間外および休日の急患受け入れは休止しています。

　自治医科大学を卒業後、県内数カ所の公
立病院に勤務、平成 16 年から昨年 11 月
まで 15 年以上にわたり継続して市内の民
間医療機関に勤務。専門は「一般内科、プ
ライマリケア」

久保　浩
ひろひで

秀さん（55 歳）

所在地　　大字幸脇 831 番地
構造　　　鉄骨造一部 2 階建
延床面積　335.23㎡
人員配置　３人
配置車両　消防車１台
　　　　　救急車１台
その他　　グラウンドには防災ヘリ
　　　　　やドクターヘリの離着陸
　　　　　が可能

日向市消防署南分遣所

よ
り
夜
間
の
各
種
訓
練
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
非
常
時
に
生
活
用
水
な
ど
と

し
て
利
用
で
き
る
20
㌧
の
地
下
式
貯

水
槽
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
部
地
区
理
事
の
佐
竹
英
明
さ
ん

は「
南
部
地
区
の
皆
さ
ん
が
長
い
間
待

ち
望
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
部

地
区
へ
の
救
急
車
の
到
着
時
間
が
大

幅
に
短
縮
で
き
る
」と
期
待
の
声
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

　
旧
幸
脇
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
校
舎
が
事
業
所
や
保
育
園
と
し

て
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

南
分
遣
所
の
移
転
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
利
活
用
も
図
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
消
防
本
部
☎
52
・
２
８
４
０



　「星塚のじぃやんと言ってくれ」かつて、「私に
さわらない方がいい」と言って握手を拒んだあな
たがそう言ってくれた時、本当にうれしかった。
あの時私たちは本当の家族になれたのだ。 私には、
キティちゃんと阪神タイガースが好きなとっても
おちゃめなおじぃちゃんがいる。彼とは血のつな
がりはないけれど、それ以上の絆を感じられるす
てきな人だ。私は、おじぃちゃんに年一回会える
のをいつも楽しみにしている。そのおじぃちゃん
が暮らしているのは、鹿児島県にある国立療養所
星塚敬愛園。そう、おじぃちゃんは、国の非道な
政策によって家族も故郷も自由に選ぶ人生もすべ
てうばわれた元ハンセン病患者である。ハンセン
病とは、らい菌に感染することで起きる病気だ。
感染力はとても弱く、現代の日本で感染し発病す
ることはほとんどない。しかし、有効な治療法や
薬がなかった時代には、顔や手足が変形するとい
うような外見に症状が表われてしまうことから忌
避されてきた。また、感染を防止するには患者を
隔離する以外にないとも考えられていた。日本で
は，一九三一年の癩予防法によってハンセン病患
者をハンセン病療養所に強制的に入所させ一生に
渡って世間から隔離する政策を行っていた。それ
だけでなく子どもを持てなくさせたり、患者の出
た家を消毒したり、無らい県運動を進めるなどし
てハンセン病は恐ろしい不治の病という誤った認
識を国民に植え付けた。この政策のために、治療
薬ができ、ハンセン病が治る病気だとわかった後
も、ハンセン病患者やその家族は極端な偏見と激
しい差別に苦しむことになった。しかもこの政策
が終ったのは 1996 年。そんなに古い話ではない
のだ。かく言う私もおじぃちゃんに出会うまで何
も知らない人間だった。 私がハンセン病について
知ったのは、今から五年前、宮崎県主催の「ふれ
あいハンセン病療養所訪問事業」に参加した時だ。
鹿児島県にある国立療養所を訪問し、ハンセン病
について正しく知ろうというプログラムだ。園で
の全体説明のあと、語り部として私たち家族の担
当になったのがおじぃちゃんだった。彼を見た時，
正直私は言葉が出なかった。なぜかというと彼は
義眼をはめていて、手は爛れ，指がなかったのだ。
それだけでなく、ちょっと怒っているような、話

しかけにくい雰囲気ももっていたのでますます何
を話していいのかわからなくなった。でも，帰る
まぎわ、せめて仲良くなりたい気持ちをこめて握
手を求めた。しかし、そんな私に彼は「私にさわ
らない方がいい」と言って、パッと反射的に手を
ひっこめたのだ。私はその時、なぜ？と複雑で切
ない気持ちになった。彼はもうすでに病気は治っ
ている。なのになぜ、と。しかし、少し考えて、
彼をそうさせたのは、これまで受けてきたすさま
じい差別や偏見によって深く傷つき、その心の傷
が行動に表われてしまうものだと思った。私たち
家族は、彼の心の傷を知り、彼という人の人生に
ついて知りたいと思い、今度は元ハンセン病患者
のだれかではなく個人をたずねることにした。二
度目にお会いした時は、過去の歴史を聞くのはも
ちろん、一緒に歌をうたったり、散策をしたりし
て打ちとけた時間を過ごすことができた。それか
ら私たち家族は、毎年おじぃちゃんの所をたずね
ている。まるでお正月におじぃちゃんおばぁちゃ
んの待つ故郷に帰るように。おじぃちゃんはもと
もと誰かとコミュニケーションをとることが苦手
な方で写真に写ることも嫌っていた。でも、私た
ち家族と交流するうちに少しずつ心を開いてくれ
た。今では、手紙や電話でやりとりしたりもする
し、一緒に写真に写ってもくれる。その写真をか
ざってもくれる。また、私の中学受験のときには
誰よりも合格を祈ってくれた。だから、おじぃち
ゃんから「星塚のじぃやんと言ってくれ」と言わ
れた時は、私たちを実の子や孫のように思ってく
れていることや安心して手をにぎってもいい相手
として信頼してくれたのだと思えたのでうれしく
てたまらなかった。これまでのあまりに過酷な経
験が彼につけた心の傷は消えることはないでしょ
う。失った時間や家族をとり戻すことはできない
けれど、私たちと新しい時間を重ねることで、お
じぃちゃんの人生が少しでも笑って過ごせる時間
になるようにしていきたいと思う。それは私たち
家族にとってもかけがえのないすてきな時間にな
るでしょう。おじぃちゃんが私にくれた喜びを私
も家族もそれ以上の喜びにしておじぃちゃんにこ
れからも返していきたい。おじぃちゃん、あなた
に会えて本当によかった。

星塚のじぃやん 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 ３年 藤原 凜華
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愛知県で開催された「人権シンポジ
ウム in 名古屋」にも参加。「弁護団
の人や訴えを起こした人たちと直接
話す貴重な機会でした」と藤原さん。
⇐シンポジウムのようすはこちら

昨
年
行
わ
れ
た「
第
39
回
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
中
央
大
会
」で
、
全
国

７
３
５
９
校
、
９
１
９
，
１
５
４

人
の
応
募
の
中
か
ら
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
次
ぐ「
法
務
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
藤
原
凜
華
さ
ん
。

　
受
賞
作
品
は
、
元
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
の「
お
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
」と

の
交
流
を
書
い
た
も
の
で
、
受

賞
に
つ
い
て「
今
回
の
受
賞
に

よ
っ
て
、
多
く
の
人
に
ハ
ン
セ

ン
病
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

た
。
そ
れ
が
一
番
う
れ
し
い
で

す
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　「
お
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
」と
は
、
６

年
前
に
参
加
し
た
宮
崎
県
主
催

の「
ふ
れ
あ
い
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
訪
問
事
業
」で
出
会
い
、

現
在
も
年
に
１
回
の
訪
問
な
ど

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　「
こ
の
賞
は
、
お
じ
ぃ
ち
ゃ

ん
と
２
人
で
い
た
だ
い
た
賞
な

の
で
、
次
に
会
っ
た
時
に
は
一

緒
に
お
祝
い
し
た
い
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
く
れ
た
こ
と
に
お
礼
を
言

い
た
い
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
藤
原
さ
ん
は
学
校
や

授
業
で
ミ
ニ
先
生
に
な
っ
て
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
話
し
た

り
、
地
域
に
出
て
作
文
を
発
表

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
現
在
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
に

限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受

け
て
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま

す
。
以
前
、
塾
の
先
生
に
歴
史

を
学
ぶ
意
味
を
聞
く
と『
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
』と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
差
別
の
な

い
未
来
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」と
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

Human
人がまちをつくる

過
去
か
ら
学
び
差
別
の
な
い
未
来
へ

宮崎県立五ケ瀬中等教育学校　藤
ふじわら

原　凜
りん

華
か

さん（15 歳・財光寺小出身）



まちかど
フリートーク
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東郷学園７年

今田　奏
かなで

 さん
（東郷町　12歳）

４月に中学生になりました。勉強が大
変だと思っていましたが、先生たち

が優しいので楽しくできています。特に絵
が苦手なので上手になるよう美術の授業を
頑張りたいです。小学校３年生から始めた
ホッケーは、部活ではないですが、中学生
になっても続けて行きたいです。

将来の夢はホッケーの選手になることです

あまり人前に出ることがないので、入学
式の新入生代表あいさつは緊張しました。

初めて木を倒した瞬間の大きな音と感覚
は、今でも忘れられません。

祖父がやっていた林業への憧れから、
30歳を機に「みやざき林業大学校」に

入りました。全く知識のない中でしたが、
現場研修などでチェンソーや重機などの扱
い方を学び、16の資格を取ることができま
した。これから先、同じような若い林業の
担い手がどんどん増えてほしいです。

将来は会社を継いで、自分で森林経営していきたいです

みやざき林業大学校　修了生

藤岡　三
み き お

紀朗 さん
（永江町　31歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

「
外
国
語
の
学
習
法
」

皆
さ
ん
は
、
外
国
語
を
習
得
し

た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

前
回
は
「
勉
強
の
効
率
」
に
つ

い
て
書
い
た
の
で
、
今
回
は
私
の

「
勉
強
の
仕
方
」
に
つ
い
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
す
る
上
で
、
私
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
「
小
さ
な
目
標

を
た
く
さ
ん
設
定
す
る
」
こ
と
で

す
。
例
え
ば
「
外
国
人
と
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
」
が
最
終
的

な
目
標
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
小
さ
な
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
た

時
に
は
「
日
本
語
の
辞
書
を
使
っ

て
新
し
い
言
葉
を
覚
え
る
」「
１
人

で
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
て
注
文
す

る
」「
日
本
人
に
○
○
に
つ
い
て
説

明
す
る
」
な
ど
、
小
さ
な
目
標
を
た

く
さ
ん
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

Don’t work hard, work smart!
（一生懸命働くのではなく、効率的に賢く働こう！）
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　この記事の題名は「デイヴィッ
ドの日向レターズ」です。レター
ズ（Letters）とは手紙のことで
すね。これまでは、私が皆さん宛
に手紙を書いてきました。楽しん
でいただいていますか？これか
らは、皆さんからのご意見を募集
し、その返事をこの記事（手紙）
に記していきたいと思います。ど
しどしご応募ください！
宛先：hyuga_cir@hyugacity.jp

ご意見をお待ちしています！

非
常
に
勉
強
が
長
続
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
た
す
ら
文
法
を
学
習

し
た
り
、
リ
ス
ニ
ン
グ
を
行
っ
た

り
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
実
際
の
会

話
で
は
、
色
々
な
話
題
が
あ
る
う

え
、
相
槌
や
話
の
流
れ
な
ど
も
あ

る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
実
際
に

会
話
を
し
て
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て

い
く
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
会
話
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
自
分
の
知
っ
て
い
る

言
葉
で
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る

た
め
、
自
分
な
ら
で
は
の
表
現
方

法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
外
国
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
小
さ
な
目
標

を
設
定
し
て
、
頑
張
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
方
は
、
い
つ

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
協

働
係
☎
66
・
１
０
０
５

　

昨
年
の
台
風
19
号
や
一
昨
年
の
西
日
本

豪
雨
で
は
、
暴
風
や
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
な
ど
、
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
地
域
は
、

事
前
に
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
場
所

が
多
く
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
年
３
月
、
こ
れ
ま
で
に
県

が
公
表
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
新
た
な
情

報
を
盛
り
込
ん
だ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更

新
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
６
月
の

広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

各
支
所
・
公
民
館
、
市
防
災
推
進
課
で
も

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用

し
て
、
非
常
持
出
品
の
準
備
や
避
難
場
所

ま
で
の
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
災
害
時

の
備
え
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で
話
し
合

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ウ
ェ
ブ
版
で
は
、
津
波
・
洪
水
・

土
砂
災
害
な
ど
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
一
括
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
印
刷
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
に
接
続
す
れ

ば
、
自
宅
や
職
場
を
中
心
と
し
た
情
報
も

印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

問
防
災
推
進
課
防
災
推
進
係

☎
66
・
１
０
１
１

新
し
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

完
成
し
ま
し
た
！

▼
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
洪
水
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
情
報

を
主
に
掲
載

・
指
定
避
難
所
や
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
最
新

の
情
報
に
更
新

・
裏
面
に
大
雨
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
関
す
る
情

報
を
掲
載

▼
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
簡
易
版
）

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
津
波
避
難
ビ
ル
を
最
新

の
情
報
に
更
新

・
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
発
表
時
に
事
前
避
難

を
呼
び
か
け
る
目
安
と
な
る
津
波
浸
水
30
分

以
内
30
㎝
以
上
の
想
定
地
域
を
新
た
に
掲
載

・
裏
面
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
臨
時
情
報
と

防
災
対
応
の
流
れ
を
掲
載

▼
ウ
ェ
ブ
版
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
で
き
る
端
末
か
ら
は
、
現
在
地

を
中
心
と
し
た
周
辺
の
情
報
を
表
示
可
能

・
洪
水
浸
水
継
続
時
間
、
震
度
分
布
な
ど
、
紙
版
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
掲
載
し
き
れ
な
い
情
報
も
掲
載

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
性

日
ご
ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う

https://www.hyugaciy.jp/
hazardmap/index.html

Ａ
４
サ
イ
ズ

Ａ
１
サ
イ
ズ(

折
り
た
た
み
Ａ
４)

特
徴
が

そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
！



13　　　2020. ５

◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉休館日　毎月１日、毎週月曜日、年末年始
問市立図書館 
☎54・1919（春原町１–47）	 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp

犬と猫どっちが最強か決めようじゃないか 

記 憶力がいいのはどっち ? 
嫉妬深いのはどっち ? ア

ピール上手はどっち ? 永遠のラ
イバル・犬と猫を、動物学にも
とづいて楽しく比較する。犬と
猫を両方飼っている人たちの実
例も掲載する。
今泉忠明／監修　主婦の友社

図書館からのお知らせです

６月１日㈪～８日
㈪は蔵書点検のた
めお休みです。

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう " ひゅうがっ子 ” Let`s support child raising together in our community. 日 　 向 　 市 　 子 　 育 　 て 　 応 　 援 　 宣 　 言

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

別
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
い
る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
す
目
的
で

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

手
当
の
額
は
、
児
童
扶
養
手
当
法

に
よ
り
物
価
変
動
に
応
じ
て
自
動
的

に
額
を
改
定
す
る「
自
動
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
」が
と
ら
れ
て
お
り
、
４
月

分
か
ら
手
当
月
額
が
左
表
の
と
お
り

０
・
５
㌫
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

☎
66
・
１
０
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

支給区分
／月額

改定前
（令和２年３月分まで）

改定後
（令和２年４月分から）

全部支給 42,910 円 43,160円

一部支給 42,900 円～
10,120 円

43,150円～

10,180円

改定後 第２子 第３子以降

全部支給 10,190 円 6,110 円

一部支給 10,180 円～
5,100 円

6,100 円～
3,060 円

第２子以降の支給額

おすすめの本

レオナルド・ダ・ヴィンチの童話

少 年・少女向きの短い童話をたく
さん書き残したレオナルド・ダ・

ヴィンチ。鳥獣や魚貝、草木を主人公
にして、ウィットとユーモアを織り交
ぜた珠玉の作品を多数紹介する。
レオナルド・ダ・ヴィンチ／著　小学館

奇妙な瓦版の世界 

怪 異と珍獣、敵討、大火と地震…。
江戸時代、庶民の好奇心を満

たすメディアとして人気を博した違
法出版物「瓦版」。その魅力を解説と
あわせてビジュアル面から紹介する。
錦絵や長崎版画、新聞錦絵などに分
類される史料も収録。
森田健司／著　青幻舎

・日本の山ができるまで（小泉武栄／エイアンドエフ）
・世界のおつまみ図鑑（マイナビ出版）
・いろんなでんしゃはっしゃしまーす（岡本雄司／アリス館）

新しく入った本

親子で「絵本の読み聞かせ」
定例のおはなし会
※5月のおはなし会は中止
します。

子ども映画上映会（60分程度）
※５月の上映会は中止します。

６月16日㈰　午前10時30分～
①三枚のお札
②そこつ惣兵衛
③おしりたんてい　ププッちいさな
しょちょうのだいピンチ

◉日時 ５月９日㈯、午後１時から４時（受
付は３時まで）、さんぴあ会議室で。修理は
無料ですが、部品・材料代は自己負担です。
問 ☎090・9607・3299（岸本）

おもちゃ病院ひゅうが✚
こわれた
おもちゃを
修理！

５月３日
（憲法記念日）

桜ヶ丘ファミリークリニック 
（延岡市夏田町414－１） ☎0982・28・2280

５月４日
（みどりの日）

延岡共立病院 
（延岡市山月町５－5679－１） ☎0982・33・3268

５月５日
（こどもの日）

お倉が浜 Kids クリニック 
（日向市財光寺1737－１－１） ☎0982・66・7611

５月６日
（振替休日）

ほうしやま子どもクリニック 
（延岡市船倉町１－１－７） ☎0982・21・6551

５月10日
（第２日曜日）

丸山クリニック 
（延岡市博労町４－４） ☎0982・21・6028

５月17日
（第３日曜日）

松崎医院 
（延岡市昭和町１－11－１） ☎0982・21・0001

５月24日
（第４日曜日）

おきしま小児科 
（延岡市大貫町４－1338－１） ☎0982・33・0222

５月31日
（第５日曜日）

大王谷こどもクリニック 
（日向市亀崎西２－155－１） ☎0982・50・2000

広域連携による

小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
当番医は変更になる場合もあるので、受診前に電話で確認してください。
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子ども救急医療電話相談

県北救急医療ダイヤル（年齢に関係なく利用可能）

　お子さんの急な病気やケガについて、電話で相談
できます。看護師が相談に応じますが、電話相談の
みで診療・治療を直接実施するものではありません。

　急な病気やケガなどの際、電話による相談を受
け付け、医師や看護師が医療機関受診の時期や、
家庭で実施可能な対応方法などの助言を行います。
　年齢に関係なくどなたでも利用できます。相談
内容など、利用者のプライバシーは守られます。

◉相談時間　午後７時から翌朝８時まで（年中無休）
◉電話番号　＃8000（プッシュ回線対応固定電話、携帯電話の場合）
　　　　　　☎0985・35・8855（ダイヤル回線の場合）
◉対 象 者　15歳未満の子どもとその保護者

◉電話番号　☎0120・865・554（通話無料）
◉対応時間　月曜～土曜、午後５時から翌朝８時。
　　　　　　日、祝日（年末年始を含む）は24時間。
◉利用方法　年齢、お住まいの市町村を伝え、症状
　　　　　　などを相談してください。

日曜・祝日などの在宅当番医
日向市東臼杵郡医師会テレフォンサービス
☎53・1214　　http://hyuga-ishikai.jp/

　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要な人のための診
療所です。症状によっては対応できない場合もありますので、
受診前に必ず電話（☎50・1000）で確認してください。診療対
象者は原則中学生以上です。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から午後９時30分　　
　　　　　まで（受付＝午後７時15分から）
◉診 療 科　内科・外科

日向市初期救急診療所
日向市北町２丁目10番地

延岡市夜間急病センター
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）

　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延岡・日
向地区の小児科医が協力して治療にあたります。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで
◉診 療 科　小児科（毎日）☎0982・21・9999

年齢に関係なく
どなたでも

利用できます。

当番医は変更になる場合もあるので、受診前に必ず電話で確認してください。

現在、新型コロナウイルス感染症対策として、図書館の学習
室、飲食スペース、視聴覚機器の利用を中止しています。
また、長時間滞在も控えていただきますようお願いします。

春の図書館まつり
※5月9日㈯に開催予定で
したが中止します。

ばぁばに貰ったとっても大きなケ
ーキ！来年はみんなでお祝いしよ
うね！誕生日おめでとう！！

芳村　健
け ん と

人ちゃん
（２さい・財光寺）

2さ
い

1歳の誕生日おめでとう！いつ
も天使のような笑顔でパパもマ
マも幸せです。

河野　麗
り お
桜ちゃん

（１さい・財光寺）

携帯電話で撮影した写真を、右のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念などに、お子さんのかわいい写真を投稿してみませんか？
◉掲載対象＝1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児など。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保

護者の連絡先、および30文字程度のコメント（絵文字は表示できないものがあります）を記載して、撮影した写真を添付して送信して

ください。※投稿多数により掲載できない場合もあります。◉送信宛先　 public@hyugacity.jp　問秘書広報課☎66・1003
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Happy Birthday
誕生日おめでとう

1さ
い

お誕生日おめでとう♪すくすく
元気に育ってね☆

池田　隆
りゅうせい

晟ちゃん
（１さい・日知屋）

1さ
い

１歳おめでとう！これからも二人仲良
く元気に大きくなあれ！

黒田 里
り お
桜ちゃん・美

み お
桜ちゃん

（１さい・財光寺）

1さ
い
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お舟出の湯「イベント情報」
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道の駅とうごう「イベント情報」　 牧水公園からの「おトクな情報」
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市内で発生した不法投棄の現場

お船出ものがたり

※

15　　　2020. ５ 2020. ５　　　14

皆
さ
ん
は
人
通
り
の
少
な
い
山
林

や
空
き
地
な
ど
に
、
家
電
や
家

具
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
内
で
は
依

然
と
し
て
不
法
投

棄
が
数
多
く
発
生

し
て
お
り
、
年
間

に
回
収
さ
れ
る
不

法
投
棄
物
は
、
お

よ
そ
6
㌧
に
も
及

び
ま
す
。

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」で
は「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄

物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
お

り
、
不
法
投
棄
の
違
反
者
に
は
重
い
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。（
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま

た
は
こ
れ
を  

併
科
す
る
）

　
ま
た
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
も
不

法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

◉
不
法
投
棄
に
よ
る
影
響

　
不
法
投
棄
は
、
美
し
い
自
然
や
景
観

を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
土
壌
や
地
下

水
の
汚
染
、
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、
私

た
ち
の
生
活
や
健
康
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

◉
監
視
体
制
の
強
化

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
が
繰
り
返
さ
れ

道駅食楽【レストラン潮音情報】
◉５月はカレーフェア（全てソフトドリンク付き）
・大海老フライカレー　　　　 1100円
・カニクリームコロッケカレー　850円
・大人のお子様ランチ　　　　 1080円
・ロースカツカレー　980円
・鶏から揚げカレー　850円
・ハンバーグカレー　850円
・ウインナーカレー　850円
大人のお子様ランチは、小
学校高学年から大人まで楽
しめるボリューム満点のワンプレートランチで
す。ぜひご賞味下さい！
問レストラン潮音☎56・3800

国
文
祭
事
業

お
船
出
も
の
が
た
り
異
聞

日
本
の
神
話
は
、
古
く
か
ら
多
く

語
り
継
が
れ
て
お
り
、
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
天
孫

降
臨
か
ら
神
武
東
征
伝
説
に
い
た
る
日

向
の
国
の
神
話
に
は
、
そ
れ
ら
を
由
来

と
す
る
名
所
・
旧
跡
が
多
く
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　

現
在
、
宮
崎
県
で
は「
記
紀
編
さ
ん

１
３
０
０
年
」を
記
念
し
た
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
市
で
開
催

さ
れ
る
国
文
祭
で
は
、
美
々
津
地
区
に

残
る「
お
船
出
伝
説
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、市
民
劇「
お
船
出
も
の
が
た
り
異
聞
」

と
し
て
披
露
し
ま
す
。

　

作
品
は
、
市
民
を
中
心
と
し
た
団
体

で
あ
る「
お
船
出
も
の
が
た
り
実
行
委
員

会
」が
平
成
27
年
か
ら
手
が
け
上
演
し
て

お
り
、
神
武
天
皇
の
東
征
の
出
発
地
、

美
々
津
で
起
き
た「
お
船
出
」に
ま
つ
わ

る
逸
話
を
情
緒
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
衣
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
時
広
真

吾
さ
ん
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
演
出
・
脚
本
・
構
成
を
務
め
、
今
回
、

特
別
出
演
と
し
て
世
界
的
な
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
古
澤
巌
さ
ん
の
生
演
奏
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
作
品
を
通
し
て
神
々
の
交
流

と
、
美
々
津
に
生
き
る
人
々
の
誇
り
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
名
称　
お
船
出
も
の
が
た
り
異
聞

～
き
ら
め
く
海
原
の
東

ひ
ん
が
しを

め
ざ
し
て
～

◉
日
時　
11
月
21
日
㈯　
午
後
6
時
～

◉
入
場
料　
２
千
円

◉
会
場　

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

※
内
容
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
文
化
生
涯
学
習
課
若
山
牧
水
係

☎
66
・
１
０
３
８

地球共生

健康一番

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
注
意
！

牧
水
公
園
コ
テ
ー
ジ
で
自
然
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か

地
元
産
の
新
茶
も
入
荷
中風薫る季節、５月。日帰りプランで楽しもう！

　「牧水公園日帰りコテージプラン」で１日のん
びり過ごしてみませんか。開放感あふれ、澄み
切った空気と新緑薫
る緑美しい牧水公園
を存分に堪能できま
す。ご家族でも友達
同士でも気軽にご利
用いただけます。
問㈱東郷町ふるさと公
社☎69・7720

入郷地域で摘んだ新茶が続々入荷中
　若葉かおる5月！道の駅とうごうには、日向市はも
ちろん諸塚や美郷町の新茶が入荷中です。おいしい空
気をいっぱい吸った山里のお茶！ぜひ、皆さんに飲ん
でいただき、ゆっくり
と「ふるさと」を思い出
していただけたら嬉し
いです。お待ちしてい
ます。
問道の駅とうごう出荷
者協議会☎68・3072

る
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
、
ま
た
、
日
向
警
察
署
と
連
携

し
て
排
出
者
の
特
定
を
行
う
な
ど
、
不

法
投
棄
の
抑
制
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
不
法
投
棄
行
為
を
目
撃
し
た

場
合
は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
記
録

し
、
市
環
境
政
策
課
ま
た
は
日
向
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
分
別
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
、

き
れ
い
な
日
向
市
に
し
て
い
く
た
め
に
、

ご
み
の
適
正
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
適
正
処
理
推
進
係

☎
53
・
２
２
５
６

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

筋
肉
、
骨
、
関
節
、
軟
骨
、
椎

間
板
と
い
っ
た
運
動
器
の
い
ず
れ
か
、

あ
る
い
は
複
数
に
障
害
が
起
こ
り「
立

つ
」「
歩
く
」と
い
っ
た
機
能
が
低
下
し

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
日
常
生
活
に
も
支
障
が

生
じ
、
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護
と

な
る
原
因
の
第
一
位
は「
運
動
器
の
障

害
」で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
も
で
て
い

ま
す
。

◉
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
！

　

次
の
①
～
⑦
の
1
つ
で
も
当
て
は
ま

れ
ば
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
体
の
状

態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
②
家

の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る

③
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で

あ
る
④
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で

あ
る
⑤
２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持

ち
帰
る
の
が
困
難
で
あ
る
⑥
15
分
く
ら

い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
⑦
横

断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

◉
ロ
コ
ト
レ
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　

７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
の
う
ち
１
つ

で
も
当
て
は
ま
っ
た
人
は
基
本
の
２
つ

の
運
動
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

歴史探訪

き
れ
い
な
日
向
市
を
目
指
し
て

不
法
投
棄
を
な
く
そ
う
！

コテージ1棟日帰り料金（税込）
5人用3300円  10人用5500円

◉営業時間　午前10時から午後10時まで
◉５月の休館日　７日㈭、18日㈪
◉定期寄席　５月９日㈯　午後１時から（寄席後には大喜利も）
◉レストランの日　５月12日㈫　大海老天丼830円が
100円引き
◉こどもの日　5月5日㈫　子どもの入浴料が100円引き、
テニスコートＥコート無料開放（高校生までを対象に1組1時間）
◉お舟出フリーマーケット　５月24日㈰　午前10時～午後３時
問日向サンパーク温泉　レストラン潮音☎56・3800

☜携帯電話からはＱＲコードで！
市ホームページからも簡単アクセス！
http://hyugasunpark.wixsite.com/sunpark

「お舟出 わくわくカレンダー」

【
片
脚
立
ち
】

　

左
右
１
分
間
ず

つ
、
１
日
３
回
行

い
ま
し
ょ
う
。
転

倒
し
な
い
よ
う
に

必
ず
支
え
が
あ
る

場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ク
ワ
ッ
ト
】

　

深
呼
吸
を
す
る

ペ
ー
ス
で
、
５
～

６
回
繰
り
返
し
ま

す
。
１
日
３
回
行

い
ま
し
ょ
う
。

①
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
足
を
広
げ
て

立
ち
、
つ
ま
先
は
30
度
く
ら
い
ず
つ
開

き
ま
す
②
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な

い
よ
う
に
、
ま
た
膝
が
足
の
人
差
し
指

の
方
向
に
向
く
よ
う
に
注
意
し
て
、
お

尻
を
後
ろ
に
引
く
よ
う
に
身
体
を
し
ず

め
ま
す
。

　

続
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
の
で
、
無

理
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
体
調
に
不
安
が
あ
る
時
は
、
ま
ず

医
師
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
器
を
長
持
ち
さ
せ
、
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
健
康
寿
命

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

☎
66
・
１
０
２
４

※
併
科
＝
二
つ
以
上
の
刑
を
同
時
に
科
す
こ
と

大人のお子様ランチ

日向、諸塚、美郷で摘んだ新茶
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情
報

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷総合支所 ☎69・2111㈹　
日向市ホームページ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

お
知
ら
せ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

“
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
”の
テ
ス
ト
を
し
ま
す

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
テ
ス
ト
放
送
が
流

れ
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
日
時　
５
月
20
日
㈬　
午
前
11
時
か
ら

◉
放
送
内
容　
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。（
３
回
く
り
返
し
）こ
ち
ら
は
防
災
日

向
市
役
所
で
す
」

問
防
災
推
進
課
防
災
推
進
係
☎
66
・
１
０
１
１

２
０
２
０
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
す

べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
時

点
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査

票
の
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
事
業
所
に
は
、
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
統
計
係（
☎
内
線
６
２
１
１
）

大
王
谷
生
活
圏
域
担
当
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
変
わ
り
ま
す

　
大
王
谷
生
活
圏
域
に
住
む
高
齢
者
や
そ
の
家

族
の
相
談
窓
口
が「
大
王
谷
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」か
ら「
日
知
屋
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」へ
変
わ
り
ま
す
。
日
知
屋
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
生
活
、
介
護
な

ど
の
困
り
ご
と
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◉
大
王
谷
生
活
圏
域
の
該
当
地
区

日
向
台
、
不
動
寺
、
迎
洋
園
１
・
２
丁
目
、
鶴

町
１
～
３
丁
目
、
亀
崎
東
、
亀
崎
南
、
向
江
町

１
・
２
丁
目
、
庄
手
、
梶
木
、
大
王
町
１
～
６

丁
目
、
梶
木
町
１
・

２
丁
目
、
亀
崎
１
～

４
丁
目
、
亀
崎
東
１

～
５
丁
目
、
亀
崎
西

１
・２
丁
目

◉
相
談
窓
口

日
知
屋
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
江
良

町
４
丁
目
89
ー
１
）

☎
50
・
３
５
０
５

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
地
域
ケ
ア
推
進
係

☎
66
・
１
０
２
２

◉
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
在
宅
の
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
母
、

ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給

◉
日
向
市
心
身
障
害
児
介
護
手
当

　
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
児
童
を

介
護
す
る
人
、
ま
た
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給

※
各
手
当
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
の
受
給
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
66
・
１
０
１
９

木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　
市
は
、
耐
震
診
断
費
用
、
耐
震
改
修
工
事
費

用
の
一
部
助
成
と
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を

派
遣
し
耐
震
化
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
実
施

し
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

◉
助
成
額　
耐
震
診
断
費
用
の
10
分
の
９
以
内

（
限
度
額
５
万
４
千
円
）

◉
対
象
者　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
２
階
建
以
下
の
木
造
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
者（
賃
貸
住
宅
は
対
象
外
）

【
耐
震
改
修
工
事
】

◉
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
10
分
の
８

以
内（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

◉
対
象
者　
耐
震
診
断
の
結
果
上
部
構
造
評
点

の
最
小
値
が
１
・
０
未
満
で
あ
る
木
造
住
宅
の

所
有
者
ま
た
は
居
住
者

は
、
契
約
締
結
予
定
日
の
６
週
間
前
ま
で
に
当
事

者
の
氏
名
、
住
所
、
取
引
後
の
土
地
の
利
用
目

的
な
ど
に
つ
い
て
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
宮
崎
県
東
臼
杵
農
林
振
興
局
林
務
課

☎
０
９
８
２
・
32
・
６
１
５
７

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令
和

２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◉
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

◉
持
っ
て
く
る
も
の　
請
求
者
の
印
鑑

◉
請
求
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

問

福
祉
課
福
祉
政
策
係（
☎
内
線
２
１
６
５
）

障
が
い
に
関
す
る

手
当
制
度
が
あ
り
ま
す

　
在
宅
の
障
が
い
児
・
者
の
生
活
を
経
済
的
に

支
援
す
る
次
の
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◉
特
別
障
害
者
手
当

　
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
人
に
対
し
て
支
給

◉
障
害
児
福
祉
手
当

　
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未

満
の
在
宅
の
人
に
対
し
て
支
給

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、４
月
１
日
現
在
、

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
軽
自
動
車
に
は
減
免
の
制
度

が
あ
り
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

①
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
と
認
め
ら
れ
る
軽

自
動
車
②
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
な
ど（
以
後
、
身

体
障
が
い
者
な
ど
）が
所
有
し
、
自
ら
運
転
す

る
軽
自
動
車
③
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
所
有

し
、
障
が
い
者
の
た
め
に
生
計
同
一
者
が
運
転

す
る
軽
自
動
車
④
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
人
が
所
有

し
、
常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

⑤
身
体
障
が
い
者（
年
齢
18
歳
未
満
の
人
に
限

る
）ま
た
は
療
育
手
帳
・
精
神
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
の
通
院
、
通
学
、
通
所
、

生
業
な
ど
の
た
め
に
生
計
同
一
者
が
所
有
し
、

運
転
す
る
軽
自
動
車
⑥
身
体
の
不
自
由
な
人
の

た
め
に
構
造
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

※
①
～
⑥
に
該
当
し
て
も
、
障
が
い
の
区
分
・

程
度
に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◉
申
請
期
限　
６
月
１
日
㈪

※
期
間
内
に
手
続
を
さ
れ
な
い
と
減
免
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
は
代
理
の
人
で
も
で
き
ま
す
が
、
別
世

帯
の
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◉
申
請
場
所　
税
務
課
ま
た
は
東
郷
総
合
支
所

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
】

◉
対
象
者　
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
対

象
者
。
こ
の
ほ
か
、
自
治
会
の
集
会
で
の
耐
震

化
の
説
明
や
相
談
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
係
☎
66
・
１
０
３
２

小
学
校
周
辺
に
あ
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
除
却
を
支
援
し
ま
す

◉
助
成
額　
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額（
千
円
未
満
切
捨
て
）。
①
15
万
６
千
円
②

１
万
２
千
円
×
延
長（
ｍ
）③
１
万
円
×
立
面
面

積（
㎡
）④
除
却
に
要
し
た
費
用

◉
対
象
と
な
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等　
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
危
険
と

判
断
す
る
も
の
。
①
市
内
小
学
校
の
敷
地
か
ら

５
０
０
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
も
の
②
通
学
路
に
面

す
る
も
の
③
通
学
路
か
ら
の
高
さ
が
１
４
０
㎝

以
上
あ
る
も
の

◉
対
象
者　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人
。
①
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
所
有
す
る

人
②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
③
暴
力
団
員

お
よ
び
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
人

◉
受
付　
６
月
30
日
ま
で
随
時
受
付
し
、
市
の

職
員
が
現
地
を
確
認
の
う
え
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
で
あ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
応
募
者
が
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
助
成
対
象
者
を
決

定
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◉
持
参
す
る
物　

納
税
通
知
書（
納
付
せ
ず
に

持
参
）、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
、

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
、
減
免
申
請
す
る

人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド（
個
人

番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
も
可
）、
印
鑑

※
運
行
計
画
書
・
通
学
証
明
書
な
ど
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
減
免
は
１
人
１
台
で
、
普
通
自
動
車
と
の
重

複
は
で
き
ま
せ
ん
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免
要

件
な
ど
の
詳
細
は
日
向
県
税
・
総
務
事
務
所（
☎

52
・
４
１
４
８
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係（
☎
内
線
２
１
０
８
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
６
月
１
日
が「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相

談
所
の
開
設
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時　
６
月
２
日
㈫　
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

◉
会
場　
市
中
央
公
民
館
、
南
日
向
公
民
館

問
市
民
課
市
民
相
談
係
☎
66
・
１
０
１
８

水
源
地
域
内
森
林
の
土
地
取
引

に
は
事
前
届
出
が
必
要
で
す

　
宮
崎
県
は
、
水
源
地
域
を
将
来
に
わ
た
り
守

り
育
て
て
い
く
た
め
に「
宮
崎
県
水
源
地
域
保

全
条
例
」を
制
定
し
、
森
林
で
あ
る
土
地
の
取

引
に
係
る
事
前
届
出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
る
森
林
の
土
地
所
有
者
が
、

売
買
な
ど
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き

問
建
築
住
宅
課
指
導
係
☎
66
・
１
０
３
２

危
険
空
き
家
の

取
り
壊
し
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
防
災
・
防
犯
性
の
向
上
や
地
域
景
観
の
保
全

な
ど
を
目
的
に
、
危
険
な
空
き
家
を
取
り
壊
す

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉
助
成
対
象
と
な
る
要
件　
①
周
辺
の
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
保
安
上
危
険
な
空
き
家
で
あ

る
も
の
②
取
り
壊
し
が
建
築
や
跡
地
の
売
買
・

賃
貸
借
な
ど
の
目
的
で
な
い
も
の
③
土
地
・
建

物
が
登
記
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど

◉
助
成
条
件　

申
請
者
の
世
帯
所
得
が
月
額

25
万
９
千
円
以
下
で
あ
る
な
ど

◉
助
成
費
用　
補
助
対
象
と
な
る
取
り
壊
し
費

用
の
10
分
の
８
を
助
成
。
上
限
は
80
万
円

　
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
空
家
対
策
推
進
室

☎
66
・
１
０
３
２

結
婚
相
談
所
な
ど
へ
の

入
会
登
録
金
を
助
成
し
ま
す

　
市
は
、独
身
者
の
出
会
い
を
応
援
す
る
た
め
、

「
み
や
ざ
き
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」な
ど
の

入
会
登
録
料
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

◉
対
象
者

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②「
み
や
ざ
き
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」な
ど

の
結
婚
相
談
所
に
登
録
す
る
独
身
者

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

く
ら
しの
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自転車マナーアップ強化月間
◉期間５月１日㈮～５月31日㈰
◉運動の重点項目
・自転車利用者の交通ルールの遵守と
交通マナーの向上
・自転車の安全性の確保と自転車保険
加入促進
自転車利用中の交通事故防止とマ
ナーアップ向上に努めましょう。
問市民課地域防犯・交通安全係☎66・1018

３月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比37（＋３） 108（－13）

日向市消防団新体制でスタート
　４月１日から日向市消防団の幹部

と各部部長が代わり新体制がスター

トしました。消防団は地域防災の中

核として皆さんの安全・安心のため

に頑張っています。市内に居住また

は勤務している18歳以上で「自分の住

む地域を守りたい」という思いを持つ

方、消防団への加入をお願いします。

▶新型コロナウイルスの影響により市
内でも各種イベントの中止が相次ぎ紙
面づくりにも影響が。この状況を一日
も早く収束させ、笑顔があふれるイベ
ントを取材したい。今は自分にできる
感染症予防対策を徹底します。(黒本 )

from Editor`s room 編集後記

問市消防本部 ☎52・2840

３月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
274 ３ ４

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

④
暴
力
団
関
係
者
に
該
当
し
な
い
人

◉
補
助
額　
１
人
あ
た
り
５
０
０
０
円（
上
限
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載

問

総
合
政
策
課
政
策
推
進
係

☎
66
・
１
０
０
１

募
　
集

環
境
行
政
に
関
す
る
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
は
、「
環
境
保
全
審
議
会
」と「
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
任
期　
２
年
間

◉
募
集
人
員　
各
２
人
程
度

◉
応
募
資
格　
①
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
人
で
、
応
募
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
人
②

環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
年
に
数
回
程
度
、

平
日
の
昼
間
に
開
か
れ
る
審
議
会
に
出
席
で
き

る
人

※
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
公
務
員
、
市

の
ほ
か
の
審
議
会
の
公
募
委
員
の
人
を
除
く

◉
応
募
方
法　
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
便
、

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
、
環
境
政
策
課
、
市
民
課
、

各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◉
報
酬
な
ど　
会
議
に
出
席
の
際
は
、
市
の
規

程
に
よ
る
報
酬
・
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

◉
募
集
締
切　
６
月
19
日
㈮

問
環
境
政
策
課
環
境
公
害
係
・
環
境
政
策
係

☎
53
・
２
２
５
６　
Ｆ
Ａ
Ｘ
53
・
９
２
６
０

kankyo@
hyugacity.jp

日
向
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

広
く
意
見
や
提
案
を
聞
き
く
た
め
、
審
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
任
期　
２
年
間

◉
募
集
人
員　
３
人

◉
応
募
資
格　
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人
②
本
市
の
職
員
お
よ

び
議
員
で
な
い
こ
と

◉
応
募
方
法　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
と
各
支

所（
公
民
館
）に
備
え
る
所
定
の
申
込
書
を
次
の

申
し
込
み
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
募
集
締
切　
５
月
22
日
㈮

※
募
集
要
項
及
び
申
込
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
男
女
共
同
参
画
推

進
係
☎
66
・
１
０
０
５

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
策
定
委
員
を
募
集

　

市
は「
第
８
期
日
向
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
す
る
た
め
、

市
民
か
ら
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
任
期　

令
和
５
年
３
月
末
ま
で（
計
画
策
定

後
の
進
捗
検
証
委
員
会（
仮
称
）を
含
む
）

◉
会
議
の
開
催
予
定　
年
間
４
回
程
度

◉
募
集
人
員　
若
干
名

◉
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
市
内
に
勤
務
す
る
人（
た
だ
し
、
本
市
職
員

や
議
員
は
除
く
）

◉
応
募
方
法　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
で
配
布
す

る
指
定
の
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）に
よ
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

◉
募
集
締
切　
５
月
18
日
㈪

◉
選
任
方
法　
書
類
審
査
に
よ
り
選
考

◉
謝
金
な
ど　
市
の
規
定
に
よ
り
出
会
謝
金
及

び
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
介
護
給
付
係

☎
66
・
１
０
２
３

市
民
手
話
講
習
会
を

受
講
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

　
職
場
や
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
、
簡
単
な
あ

い
さ
つ
な
ど
、
身
近
な
手
話
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

本
年
度
は
講
習
会
を
20
回
開
催
予
定
で
す
。

申
込
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◉
対
象　
市
内
の
事
業
所
や
地
域
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
お
お
む
ね
10
名
以
上
の
団
体

◉
時
間　
１
回
90
分
以
内

◉
料
金　
講
師
料
無
料

　
会
場
は
申
込
団
体
が
準
備
し
、
掲
示
物
を
貼

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

◉
申
込
方
法　
申
請
書
を
開
催
希
望
月
の
前
月

納税は納期内に！

５月の納税
軽 自 動 車 税
（種 別 割） 全	期

納付期限　６月１日㈪
口座振替　５月25日㈪

税　目 ５月 ６月 ７月
市県民税 １期
固定資産税 ２期
国民健康保険税 １期 ２期
軽自動車税（種別割）全期
後期高齢者医療保険料 １期
介護保険料 １期 ２期

Q. 市役所で年金の相談ができますか？

Ａ．市役所で年金の相談はできます
が、「国民年金」に関する相談のみにな

ります。厚生年金に関する請求や相談・

手続きなどは、延岡年金事務所で受け

付けています。いずれの年金相談にも、

年金手帳・年金証書など、基礎年金番

号がわかる書類と本人確認ができる書

類（運転免許証など）が必要です。代理

の人が相談する場合は、本人の委任状

（本人の署名・押印があるもの）と代理

人自身の本人確認ができる書類（運転

免許証など）が必要です。なお、延岡

年金事務所では、令和２年度も毎月第

４木曜日に、主に中央公民館（場所や

日程が変更になる場合あり）で、午前

10時から午後３時まで出張年金相談

を行います。出張年金相談は完全予約

制です。事前に予約してください。

問延岡年金事務所（☎0982・21・

5424）、市民課国民年金係（☎66・

1018）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

▶春になり、取材で車を走らせていると
沿道や庭先にきれいな花が咲いていた。
新型コロナウイルスで閉塞気味な空気の
中、明るい気持ちに。広報紙でもこんな
時だからこそ気付く楽しみや明るい話題
を少しでも多く届けていきたい。（黒木）

く
ら
し
の

相
談
日

気軽に
相談を行

政
相
談

◉
５
月
20
日
㈬
、午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
社
協
東
郷
支

所
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル

ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」で
も
受
付
中
。

☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
５
月
21
日
㈭
、午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、市
中
央
公
民

館
で
。市
民
課
市
民
相
談
係（
☎

66
・
１
０
１
８
）へ
事
前
予
約
が

必
要
。司
法
書
士
会
日
向
支
部（
☎

54
・
４
７
１
０
）
や
、
宮
崎
県

弁
護
士
会（
☎
０
９
８
５
・
22
・

２
４
６
６
）が
開
く
相
談
会
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
。

出
張
年
金
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
５
月
28
日
㈭
、午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、市
中
央
公

民
館
で
。
延
岡
年
金
事
務
所
☎

０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４
へ
事

前
予
約
を
。年
金
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
５
月
19
日
㈫
、
午
前
10
時
か
ら

11
時
ま
で
、
日
向
市
役
所
で
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
介
護
給
付
係

☎
66
・
１
０
２
３

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口

そ
ば
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ

い
と
ぴ
あ
」で
。

☎
52
・
５
４
３
４

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、

火
、
木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。

☎
55
・
１
６
６
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

精
神
科
医
と
保
健
師
が
対
応
。

◉
５
月
19
日
㈫
、午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

☎
52
・
５
１
０
１
へ
前
日
午
前
中

ま
で
に
予
約
を
。

５
日
ま
で
に
提
出（
例
：
開
催
希
望
日
が
10
月

8
日
の
場
合
、
前
月
の
９
月
５
日
ま
で
に
申
し

込
み
）

問

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
66
・
１
０
１
９

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集（
受
講
無
料
）

　

読
み
聞
か
せ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

講
座
終
了
後
に
朗
読
奉
仕
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◉
受
講
期
間　
６
月
13
日
㈯
か
ら
毎
月
第
2
・

第
４
土
曜
日（
全
15
回
）

◉
時
間　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

◉
場
所　

市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ

あ
」（
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口
そ
ば
）

◉
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

◉
申
込
締
切　
５
月
22
日
㈮
ま
で

問

市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ
あ
」

☎
52
・
５
４
３
４

訂
正

　
広
報
ひ
ゅ
う
が
３
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
高
齢
者
用
定
期
券「
悠
々
パ
ス
」に
つ
い
て
、

一
部
記
載
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

◉
65
歳
以
上
対
象
の
定
期
券

（
誤
）９
カ
月
１
５
０
０
０
円

（
正
）６
カ
月
１
５
０
０
０
円

◉
70
歳
以
上
の
購
入
補
助

（
誤
）９
カ
月
７
５
０
０
円

（
正
）６
カ
月
７
５
０
０
円
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環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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政
策

部
秘

書
広

報
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令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

N
o.7
8
0

2020.5

人のうごき		令和２年４月１日現在
人　口 59,632 人 （ －292 ）
男 28,374 人 （ －148 ）
女 31,258 人 （ －144 ）

世帯数 25,257 世帯 （ －47 ）

※数値は平成27年国勢調査をも
とに算出した推計人口（現住人口）。
外国人を含む。（	）内は対前月比。

３月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
311 586 44 61

表紙のよこがお
　４月中旬、東郷町の牧水公
園で撮影したつつじ。牧水公
園内には、代表的なクルメツ
ツジやヒラドツツジをはじめ
７種類、およそ３万本が植え
られており、毎年４月頃に見
頃を迎えます。牧水公園を管
理する岩田政詞さんは「牧水公
園は新緑の４～５月が一番景
色のきれいな時期。今年見れ
なかった方も、来年も開花に
合わせしっかり手入れをして
いくので、ぜひ見に来てほし
い」と話していました。

海・山・人がつながり
笑顔で暮らせる元気なまち
リラックスタウン日向

キ レ イ 2020 NO.1525月号

TAKE FREE
無 料 情 報 誌

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
！

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
！

公
園
特
集

無料地域情報誌キレイ
5月号 [5月１日発刊 ] 藤屋印刷株式会社

《
特
集
》お

弁
当
が
当
た
る

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

詳
し
く
は
キ
レ
イ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

広告

公
園
特
集

日向市では、財源の確保のために有料広告を掲載しています。広告内容は市が推奨するものではありません。
掲載されている広告の内容などのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

10
月
17
日
～
12
月
６
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
る
「
国
文

祭
・
芸
文
祭
み
や
ざ
き
２
０
２
０
」

に
お
い
て
、
日
向
市
内
で
行
わ
れ
る

12
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本
紙
「
歴

史
訪
探
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
順
次
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
祭
で
は
、
県
が
焦
点
を

当
て
た
フ
ォ
ー
カ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
次
の
４
文
化
「
①
記
紀
・
神
話
・

神
楽
②
国
際
音
楽
祭
③
若
山
牧
水
④

宮
崎
の
食
文
化
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
主
催
で
実
施
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
若
山
牧
水
に
関
す

る
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
短
歌
オ
ペ
ラ
】

「
若
山
牧
水
　
海
の
声
　
山
の
声
」

・
期
日
　
11
月
14
日
㈯

・
場
所
　
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場

　
伊
藤
一
彦
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

長
が
脚
本
を
担
当
。
平
成
30
年
度
に

日
向
市
で
公
演
し
た
内
容
に
一
部
新

作
を
追
加
し
て
披
露
し
ま
す
。
オ
ペ

ラ
歌
手
が
歌
う
牧
水
の
短
歌
と
音
楽

を
融
合
し
た
舞
台
は
、
胸
に
迫
る
迫

力
が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
み
や
ざ
き
短
歌
き
ら
り
★
　

【
高
校
生
全
国
短
歌
大
会
交
流
戦
】

・
期
日
　
11
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰

・
場
所
　
宮
崎
市
内
（
予
定
）

　
全
国
に
は
、
今
年
10
回
目
の
節
目

を
迎
え
る
「
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
」

の
ほ
か
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
「
全
国

高
校
生
短
歌
大
会
」
や
富
山
県
高
岡

市
の
「
高
校
生
万
葉
短
歌
バ
ト
ル
in

高
岡
」
な
ど
３
つ
の
全
国
規
模
の
短

歌
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
３
大
会
は
、
同
時
期
（
８

月
下
旬
）
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
各
大
会
出
場
校
の
交
流
機
会

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
国

文
祭
開
催
を
記
念
し
、
３
大
会
の
代

表
校
に
よ
る
交
流
戦
を
行
い
ま
す
。

　
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
の
上
位
進
出

校
も
出
場
権
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
生
涯
学
習
課
若
山
牧
水
係

☎
66
・
１
０
３
８

「
第
35
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０
」「
第
20
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
み
や
ざ
き
大
会
」
で

『
若
山
牧
水
』
が
フ
ォ
ー
カ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に


